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研究成果の概要（和文）： 

中国、日本を軸とした東アジア海域交流の世界における、日本文化形成過程を、社会秩序形成

の主軸の一つである法律に即して再検討することを研究課題として、5 年間活動を行ってきた

結果、下記のような知見が得られた。（１）宋代法典は中国法制史上類例を見ない具体的な民事

的法律を持つ特異なものであった。（２）日本の「永仁徳政令」、および初期の武家法『御成敗

式目』に見える第 8条の知行年紀法などは、宋代『清明集』等に見られる戸令とほぼ同じで、

越訴規定も宋代法との関連が予想される。 

 
研究成果の概要（英文）： 
During the term of this research, the following facts have been proved. First, the legal 
culture of the Sung dynasty was unique in comparison with those of Ming, Ching and Tang. 
Namely, civil laws were not strongly demanded in Ming and Ching when the power of counties 
was relatively weak, but in Sung there were not a few laws regarding land transaction 
and property rights. In Tang, the lü was only designed in accordance with equal field 
system, where private transaction of land was prohibited. Two, some laws in the early 
times of Japanese Kamakura period are highly probably stemmed out from the Sung laws, 
especially regarding easement by prescription.  
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１．研究開始当初の背景 
 
本研究は、研究プロジェクト「東アジアの海
域交流と日本伝統文化の形成」において、相
応の貢献をするために、宋代を中心とした中
国前近代の法制史を専門とする研究代表
者・青木敦、中国宋～清代および現代中国法
を専門とする分担者・津田芳郎（2009 年 3 月
死亡により脱退）、中国法律史料の書誌学的
研究を専門とする分担者・王瑞来、日本中世
武家法を専門とする分担者・上杉和彦、宋～
清代の法と秩序を専門とする協力者・小川快
之、ことに中国唐宋の刑事的方面について詳
しい海外協力者・劉馨珺らを中心として、東
アジアの法文化の変化、地域的差異およびそ
の背景を明らかにする必要から、組織された。 
 
 
２．研究の目的 
 
本研究は、領域研究全体の中で常に問題とな
ってくる地域区分、例えば都市・地域・国家
などの名称を冠する区分が、それぞれのどの
ような特質を持つかということを、法文化に
即して具体的に解明することを目的とする。
「法文化」とは、近年、法人類学において注
目を集めている概念で、社会学的な「法秩序」
とは異なり、エスニック・文化ギャップを歴
史学的に考える際、より有効である。昨年度
に引き続き、これを宋代中国、中世日本、清
代台湾などの社会において検討するととも
に、日本武家法と宋の法制の間の関係を明ら
かにする。さらに本年度は、法文化の成り立
つ「地域」に関する考察を、重点項目である
寧紹亜地域との関連においても、解明する。
この部門横断的研究によって、法文化と時
代・地域との関連を解明するのが目的である。
  
 
３．研究の方法 
 
 研究代表者・分担者・協力者による海外で
の史料調査・研究交流活動、国際会議への参
加など通じて、武家法・特殊民事的立法の行
われた宋代法体系・台湾と中国と法文化の差
異、といった課題の成果を検証しつつ、広範
な学問領域の専門家からの意見を徴集した。
さらに商業における法制にかかわる知見を
も整理するとともに、重点項目（ロ）に対応
した成果発表をこの分野の専門家が多い台
北において行い（仮題「地域経済と法文化」）、
来年度の成果取りまとめの基盤を作った。代
表者はまた東洋文庫所蔵の「宋会要カード」

の利用による宋代民事立法の総まとめ、宋代
の基本的制度・法制・文化にかかわる「鶏肋
編」資料の研究会における総合討論（土曜
日・東洋文庫―予定）、そしてこれらを明清
の判牘と比較する作業を行った。この明清の
判牘は、国内外に所蔵されているために、本
研究の最終目的である法文化の比較検討を
行う目的で、台湾中央研究院、東洋文庫、東
京大学東洋文化研究所において、確認作業を
行った。部門横断的な研究協力によって、本
特定領域研究において新たに設定された重
点項目の（ロ）、すなわち寧紹亜地域の社会
経済的発展の基礎的事実の掘り起こしにつ
いては、現地調査部門（環境グループ兼任）
の岡元司教授の協力も得た。  
 
 
４．研究成果 
 
（１）「宋代法は例外か」という近年問われ
ている重要課題について、日本・西欧・イス
ラーム法との比較などから、宋代法こそ普遍
的であり、明清の法が却って異常であるとの
論点も示された。宋代には法としても慣習と
しても存在したものが明代以降慣習として
は存在しつつ法令から消えていった例も提
出された。日本律令制度期に影響を与えた中
国法は、唐の律令格式であるが、ことに中国
において、滋賀教授が提唱したごとく、宋代
は律令変成期であり、宋代法典は中国法制史
上類例を見ない、詳細かつ具体的な民事的法
律を持つ、特異なものであり、また実際に裁
判は多く法律に準拠して行われた。本研究の
結果、この中国史上異例とも言える宋代の法
文化の背景に、(1)明の里老人制下では全国
統一の民事法は必要なかった、(2)明清代は
正義・平衡が実現できれば法でも情でも理で
もよかった、(3)しかし宋朝は唐宋変革の後
に誕生したので、国家の統一を図り、社会に
新たに生起した諸問題を解決する際には人
（官僚）ではなくの法の強制力に依拠せざる
を得なかった、(4)明清の社会は宋代に比べ
て成熟してきたので、解決の落としどころを
見つけやすかった、(5)明清の国家中央権力
は地方官（親民官）に地方政治を任せて自分
たちは府以下のことから身を引いた、という
理解を共有し得た。 
（２）従来日本史研究者が見落としていたこ
とであるが、日本の「永仁徳政令」、および
初期の武家法『御成敗式目』に見える第 8条
の知行年紀法などは、宋代『清明集』等に見
られる戸令とほぼ同じである。また越訴規定
も宋代法との関連が予想される。武家法成立



に果たした京都の法務官僚や日宋交流に果
たした仏教僧の影響を考慮に入れるなら、こ
れまでの日本中世の武家法は日本独自のも
のであるという考えの蓋然性は、非常に低く
なった。 
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